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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月25日(2015.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に有機感光層を有する回転可能な像担持体と、
　前記像担持体の表面に接触して帯電する帯電部材と、
　帯電された前記像担持体の表面を露光して潜像を形成する露光装置と、
　現像剤を担持して前記像担持体の表面に当接して搬送し前記潜像を現像する現像剤担持
体を有する現像装置と、
　前記像担持体の表面に当接して現像剤を清掃するクリーニング部材と、
　を有する画像形成装置であって、
　前記有機感光層の複数の異なる箇所の削れ量に関する複数の閾値をそれぞれ記憶する記
憶部材と、
　前記有機感光層の前記複数の異なる箇所の削れ量をそれぞれ予測し、予測された複数の
削れ量と前記複数の閾値とを比較し、いずれかの削れ量が前記閾値に達したときに前記像
担持体の寿命を報知する像担持体寿命予測手段と、
　を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記有機感光層の複数の異なる箇所が、前記現像剤担持体の軸方向で現像剤を担持する
現像剤担持領域に対応する第１の領域と、前記現像剤担持領域の両端外側の現像剤を担持
しない現像剤非担持領域に対応する第２の領域と、を含むことを特徴とする請求項１に記
載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記現像剤担持体を前記像担持体に当接および離間させる現像離間機構を有することを
特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記有機感光層の複数の異なる箇所が、前記現像剤担持体の軸方向で現像剤を担持する
現像剤担持領域に対応する第１の領域と、前記現像剤担持領域の両端外側の現像剤を担持
しない現像剤非担持領域に対応する第２の領域と、を含み、
　前記現像剤担持体を前記像担持体に当接および離間させる現像離間機構を有し、
　前記記憶部材は、
　１）前記第１の領域の削れ量に関する閾値ＳＣと前記第２の領域の削れ量に関する閾値
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ＳＥを記憶し、
　２）前記現像剤担持体が前記像担持体から離間している状態で、前記像担持体に作用す
るプロセス手段の前記像担持体に対する放電量が異なるｎ種（ｎ≧１）以上ある各種条件
ごとの所定時間あたりの前記有機感光層の削れ量を、前記第１の領域に関しては、それぞ
れ、ｃｃ１、ｃｃ２、…ｃｃｎとして記憶し、
　３）前記第２の領域に関しては、それぞれ、ｅｃ１、ｅｃ２、…ｅｃｎとして記憶し、
　４）前記現像剤担持体が前記像担持体に当接している状態での前記各種条件ごとの所定
時間あたりの前記有機感光層の削れ量を、前記第１の領域に関しては、それぞれ、ｃｄ１
、ｃｄ２、…ｃｄｎとして記憶し、
　５）前記第２の領域に関しては、それぞれ、ｅｄ１、ｅｄ２、…ｅｄｎとしてを記憶し
、
　前記像担持体寿命予測手段は、前記現像剤担持体が前記像担持体から離間している状態
での前記各種条件ごとの各時間ｔｃ１、ｔｃ２、…ｔｃｎと、前記現像剤担持体が前記像
担持体に当接している状態での前記各種条件ごとの各時間ｔｄ１、ｔｄ２、…ｔｄｎと、
を計測し、計測した各時間と前記各種条件ごとの所定時間あたりの削れ量により、前記第
１の領域と前記第２の領域での総削れ量をそれぞれ総削れ量ＳＣｎ、総削れ量ＳＥｎとし
て
　ＳＣｎ＝Σ（ｃｃｉ×ｔｃｉ＋ｃｄｉ×ｔｄｉ）；ｉ＝１～ｎ、
　ＳＥｎ＝Σ（ｅｃｉ×ｔｃｉ＋ｅｄｉ×ｔｄｉ）；ｉ＝１～ｎ、
と演算し、前記閾値ＳＣと前記閾値ＳＥと比較し、前記総削れ量ＳＣｎが前記閾値ＳＣの
値以上である、もしくは前記総削れ量ＳＥｎが前記閾値ＳＥの値以上である場合に前記像
担持体の寿命とすることを特徴とすることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記有機感光層の複数の異なる箇所が、前記現像剤担持体の軸方向で現像剤を担持する
現像剤担持領域に対応する第１の領域と、前記現像剤担持領域の両端外側の現像剤を担持
しない現像剤非担持領域に対応する第２の領域と、を含み、
　前記現像剤担持体を前記像担持体に当接および離間させる現像離間機構を有し、
　前記記憶部材は、
　１）前記第１の領域での有機感光層の未使用時の膜厚ＳＣＩと前記第２の領域での有機
感光層の未使用時の膜厚ＳＥＩを記憶し、
　２）前記第１の領域での寿命時膜厚ＳＣＥと前記第２の領域での寿命時膜厚ＳＥＥを記
憶し、
　３）前記現像剤担持体が前記像担持体から離間している状態で、前記像担持体に作用す
るプロセス手段の条件が異なるｎ種（ｎ≧１）以上ある各種条件ごとの所定時間あたりの
前記有機感光層の削れ量を、前記第１の領域に関しては、それぞれ、ｃｃ１、ｃｃ２、…
ｃｃｎとして記憶し、
　４）前記第２の領域に関しては、それぞれ、ｅｃ１、ｅｃ２、…ｅｃｎとして記憶し、
　５）前記現像剤担持体が前記像担持体に当接している状態での前記各種条件ごとの所定
時間あたりの削れ量を、前記第１の領域に関しては、それぞれ、ｃｄ１、ｃｄ２、…ｃｄ
ｎとして記憶し、
　６）前記第２の領域に関しては、それぞれ、ｅｄ１、ｅｄ２、…ｅｄｎとして記憶し、
　前記像担持体寿命予測手段は、前記現像剤担持体が前記像担持体から離間している状態
での前記各種条件ごとの各時間ｔｃ１、ｔｃ２、…ｔｃｎと、前記現像剤担持体が前記像
担持体に当接している状態で前記各種条件ごとの各時間ｔｄ１、ｔｄ２、…ｔｄｎと、を
計測し、計測した各時間と前記各種条件ごとの所定時間あたりの削れ量により、前記第１
の領域と前記第２の領域での総削れ量をそれぞれ総削れ量ＳＣｎ、総削れ量ＳＥｎとして
　ＳＣｎ＝Σ（ｃｃｉ×ｔｃｉ＋ｃｄｉ×ｔｄｉ）ｉ＝１～ｎ、
　ＳＥｎ＝Σ（ｅｃｉ×ｔｃｉ＋ｅｄｉ×ｔｄｉ）ｉ＝１～ｎ
を演算し、
　前記未使用時の膜厚ＳＣＩ、膜厚ＳＥＩと、前記演算した総削れ量ＳＣｎ、総削れ量Ｓ
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Ｅｎとの差分をそれぞれ差分ＳＣｒ、差分ＳＥｒとして、
　ＳＣｒ＝ＳＣＩ－ＳＣｎ、
　ＳＥｒ＝ＳＥＩ－ＳＥｎ、
を演算し、前記差分ＳＣｒならびに前記寿命時膜厚ＳＣＥおよび前記差分ＳＥｒならびに
前記寿命時膜厚ＳＥＥを比較し、前記差分ＳＣｒが前記寿命時膜厚ＳＣＥの値以下、もし
くは前記差分ＳＥｒが前記寿命時膜厚ＳＥＥの値以下にあるときに前記像担持体の寿命と
することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　表面に有機感光層を有する回転可能な像担持体と、
　前記像担持体の表面を帯電する帯電部材と、
　帯電された前記像担持体の表面を露光して潜像を形成する露光装置と、
　現像剤を担持して前記潜像を現像する現像装置と、
　前記像担持体の表面を清掃するクリーニング部材と、
を有する画像形成装置であって、
　前記有機感光層の複数の異なる箇所の削れ量に関する複数の閾値をそれぞれ記憶する記
憶部材と、
　前記有機感光層の前記複数の異なる箇所の削れ量をそれぞれ予測し、予測された複数の
削れ量と前記複数の閾値とを比較し、いずれかの削れ量が前記閾値に達したときに前記像
担持体の寿命を報知する像担持体寿命予測手段と、
　を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項７】
　前記有機感光層の複数の異なる箇所が、前記現像装置が有する現像剤担持体の軸方向で
現像剤を担持する現像剤担持領域に対応する第１の領域と、前記現像剤担持領域の両端外
側の現像剤を担持しない現像剤非担持領域に対応する第２の領域と、を含むことを特徴と
する請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記現像装置が有する現像剤担持体を前記像担持体に当接および離間させる現像離間機
構を有することを特徴とする請求項６記載の画像形成装置。
【請求項９】
　像担持体と、
　現像剤を担持して潜像を現像する現像装置と、
　有機感光層の削れ量に関する閾値を記憶する記憶部材と、
　削れ量が第１と第２の閾値の１つに達したか否かを決定する制御部と、を有し、
　前記像担持体は第１の領域と前記第１の領域とは異なる第２の領域を含み、前記第１の
閾値は前記第１の領域に対応しており、前記第２の閾値は前記第２の領域に対応している
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　前記像担持体は現像剤を担持する領域に対応している第１の領域と現像剤を担持しない
領域に対応している第２の領域を含むことを特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記現像装置が前記像担持体に当接している状態における第１の領域の削れ量と第２の
領域の削れ量との間の差は、前記現像装置が前記像担持体から離間している状態における
差よりも大きいことを特徴とする請求項９又は１０に記載の画像形成装置。
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